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2KASUMIGAURA

12月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成27年 第４回定例会

平成27年第４回定例会を、12月１日から12月18日までの18
日間の会期で開催いたしました。一部の案件以外については『平
成27年第４回定例会議案審査特別委員会』に付託をし、慎重審査
を行いました。また、12月２日から４日に一般質問（後頁P９～
P13）を行いました。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
に
、
こ
の
条
例
を
定
め

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
79
号

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
及
び

同
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
平
成

27
年
９
月
２
日
交
付
）
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
整
理
す
る
た
め
、
こ

の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
80
号

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
政
令
及
び
省

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
徴
収
猶

予
・
換
価
の
猶
予
等
に
つ
い
て
、
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
73
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
74
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
77
号

か
す
み
が
う
ら
市
監
査
委
員
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て例

月
出
納
検
査
の
予
備
調
査
を
詳

細
に
実
施
し
現
金
管
理
状
況
等
を

的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
現
金
出

納
（
例
月
出
納
）
検
査
の
実
施
日

を
改
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
78
号

か
す
み
が
う
ら
市
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
68
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
　

▼
▼  

議
案
第
69
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
70
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
71
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
72
号

平
成
26
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

議
案
等
の
審
議
結
果
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▼
▼  

請
願
第
８
号

請
願
書

「
副
題
」

美
並
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
変

更
に
関
わ
る
請
負
契
約
に
対
し
、

納
税
者
が
納
得
で
き
る
契
約
内
容

に
早
急
な
る
更
改
を
求
め
る
為
の

異
議
申
し
立
て
に
つ
い
て

▼
▼  

請
願
第
９
号

公
共
施
設
の
使
用
料
の
有
料
化
、
引

き
上
げ
に
関
す
る
請
願
書

▼
▼  

議
案
第
81
号

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
、
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
改
正
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼  

議
案
第
82
号

か
す
み
が
う
ら
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
多
機
能
端
末
機
に
よ
る
印
鑑
登
録

証
明
書
等
の
交
付
を
可
能
に
す
る

た
め
、
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

▼
▼  

議
案
第
83
号

か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

基
本
水
量
及
び
基
本
料
金
並
び
に

超
過
料
金
の
見
直
し
を
行
い
、
使

用
水
量
に
応
じ
た
料
金
と
し
、
利

用
者
の
公
平
性
を
期
す
る
と
と
も

に
、水
道
料
金
の
値
下
げ
に
よ
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
▼  

議
案
第
84
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

主
な
内
容
は
、
水
田
利
活
用
推
進

事
業
助
成
金
、
高
倉
及
び
戸
崎
地

区
市
道
改
修
工
事
費
等
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
85
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
▼  

議
案
第
86
号

平
成
27
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
87
号

土
浦
市
及
び
か
す
み
が
う
ら
市
住
民

の
公
共
下
水
道
の
相
互
利
用
に
つ
い
て

主
な
内
容
は
、
本
市
【
下
稲
吉
、

稲
吉
南
二
丁
目
地
区
】
に
お
い
て

土
浦
市
の
下
水
道
を
、土
浦
市【
東

中
貫
町
、
神
立
中
央
二
丁
目
、
三

丁
目
、
五
丁
目
、
神
立
東
一
丁
目

地
区
】
に
お
い
て
本
市
の
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の

他
流
入
の
取
扱
い
な
ど
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
88
号

美
並
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
変
更

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
▼  

発
議
第
２
号

（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）

議
案
第
88
号
「
美
並
小
学
校
プ
ー
ル

改
築
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」に
対
す
る
附
帯
決
議（
案
）

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

趣
旨
採
択

可　
決

可　
決

可　
決

決　
定

決　
定

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

継
続
審
査
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附帯決議 - 変更契約の締結に意見を附す

改築工事変更契約の締結に意見を附す
～専門委員会の設置や、設計瑕疵に対する指導を要望～

建設が進む美並小学校プール

議案第88号美並小学校プール改築工事変更請負契約の締
結についてを賛成多数で可決したのち、議員発議により
附帯決議が提出され、可決しました。

この議案は、美並小学校のプールを改築し、来年４月に統合される霞ヶ浦地区の小学校と既存
の霞ヶ浦中学校の児童・生徒の共用プールとして使用するための工事を現場との打ち合わせ等を
踏まえて変更する契約であります。
設計ミスによる実害が無いとはいえ落札された当初の計画から事業費が増額されたことは不満
の残るところであり、増額の一因である計算ミスを引き起こした業者に対し相応の負担を求める
べきとの市民感情も当然のこととは思われます。しかし、今回の請負契約の変更と損害賠償請求
は、区別して考えることが適切と考えます。そのような観点から、今回の議案は、法に則った形
でのプール改築工事完成に必要な項目を追加する変更契約の内容であり、所期の目的達成の為に
可決することが必要と判断しました。
「公共工事の品質確保の促進に関する法律」が制定された際に、国の委員会で附帯決議が附さ
れており、地方公共団体も、この法律の基本理念に則り、市民の利益のために公共工事の品質を
確保する義務を負っています。その附帯決議において、「公共工事の入札契約に関し、不良不適
格業者の排除の徹底を図ること。」や、「公共工事の入札及び契約の過程等に関して学識経験者等
の第三者の意見を適切に反映する方策を講じるとともに、当事者の苦情に適切に対応するため、
法的整備を含む検討を行うこと。」、「公共工事の品質確保の一層の促進を図るため、瑕疵担保期
間の延長、瑕疵担保責任の履行に係る保証の在り方などについて総合的な観点から検討を行うこ
と。」、更には、「公共工事に係る工事実績、評価等に関する情報の共有化のため、発注者支援デー
タベースの整備に努めるとともに、その適正な運用の確保に十分留意すること。」などが附され
ております。
更には、地方自治法の第234条には、「契約の履行の確保」が規定され、契約を締結した場合の
適正な履行の確保に必要な事項として、地方自治体は、必要な監督又は検査を行うことが定めら
れております。
議案第88号の上程により、工事の設計図書の一部に瑕疵があったことは紛れもない事実として
確認されたわけであるから、市民の負託に応えるため、今後は市として、今般の設計瑕疵に関す
る賠償請求が可能であるかどうかを専門的な委員会を設置の上、検証を行うとともに、設計瑕疵
に対する指導を適切に行うことを求めるものであります。
これらの趣旨を十分に踏まえ、行政のチェック機関である我々議会として、今後は、設計事務
の誤りを事前に阻止すべく適正な工事等の発注事務に誠実に従事し、市の将来のためにも、健全
な財産を建設していくことを市長に対し要望するものであります。
以上、決議する。

【附帯決議文要旨】
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平成27年　第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑
議案審査特別委員会は15名の委員で構成。	 （12月７日・８日・15日開催）

議案第84号
平成27年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号）

議案第78号
かすみがうら市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の制定について

ふるさと応援寄付金謝礼品費の増額の内容は。

選挙管理委員会費の増額の内訳は。

防犯灯設置補助金の70万円の使い道は。

今回の条例制定の中で、マイナンバーを市独自に利用する場合の取り扱いは。

当初見込んでいたふるさと応援寄付金額をはるかに超えた寄付が寄せられてお
り、12月4日現在で532件、額にして893万円の寄付をいただいております。ふる
さと応援寄付金の謝礼品および送料を含めた金額を今回の補正予算に計上したも
のです。

システム改修費として全額で43万3000円の補正となります。1点目は、選挙権年
齢が18歳に引き下げられたことにより改修が必要となる選挙人名簿システムの費
用です。2点目は、今回の公職選挙法の改正によって、国政選挙権を有している
にもかかわらず、選挙人名簿に登録されなかった者が、投票することができるよ
うになったための選挙人名簿システムの改修費用です。

現在、行政区に対し新設する防犯灯１灯当たり２万円
の補助を出しております。当初予算で計上した60灯分、
120万円のうち10月末までに55灯が申請され交付済み
です。防犯や交通安全の意識が高まっていると推察さ
れることから、これまでの55灯分を月割算出して計算
し、今年度不足が見込まれる35灯分、70万円を補正す
る考えです。

マイナンバーを本市で独自利用する事務範囲を定めることが今回の条例制定の目
的です。例えば、国などにより利用が求められている事務、システム上必要な事
務、申請上必要な事務の3点が挙げられます。これらの事務は、番号法に定めら
れた利用事務と一体的に実施されるものとの認識をしています。このような部分
について、マイナンバーの利用をしないと、市民からの申請あるいは、行政側の
書類手続きが煩雑となることが予想されますので、今回の条例において提案をさ
せていただきました。

▲LED防犯灯工事

議案審査特別委員会議案質疑
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○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成26年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算総額　　　　【歳入】１７２億５９９６万４２３２円
　　　　　　　　　　　　【歳出】１６２億０３９３万３５４８円

友好都市交流事業参加者負担金の120万円は、どういうものか。

平成26年度のデマンド型乗合タクシーの利用者数は、延べ人数で１万4159人で
す。登録者数は、約1600人です。

全体で212世帯のところ120世帯が高齢者です。高齢者率は、58％となります。

民生委員と児童委員は、霞ヶ浦地区、千代田地区合計で87名です。その中に主
任児童委員が、５名おります。

全体で355世帯に支給しております。内訳は、母親が322人、父親が31人、その
他養育者が２人です。

民有林の保全が目的です。下草刈り、枝打ち等に対して500平米以上のものを申請
いただき、県の森林湖沼環境税を利用し平地林を保全していく事業です。

平成26年度については、54件の通報実績がありました。そのうちの20件が救急
出動をした件数です。

デマンド型乗合タクシーの平成26年度の実績は。

生活保護受給者の高齢者率は何割ですか。

民生委員と児童委員は何人任命されておりますか。

ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当の支給実績は。

身近なみどり整備事業について説明願います。

緊急通報システムの26年度の利用件数は。

10周年記念事業の１つとして実施した沖縄自然子ども探検隊の参加者負担金で
す。小学校５，６年生24名分で、１人当たり５万円の負担金です。

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	（９月28日、29日、30日、10月１日開催）

決算審査特別委員会
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○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成26年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成26年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成26年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成26年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成26年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成26年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　　【歳　　　入】　１０６億４０７０万８７１１円
　　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１０３億８２１８万４１９６円
水道事業会計決算総額　【収益的収入】　　１１億０５６１万６２３０円
　　　　　　　　　　　【収益的支出】　　１１億１８８８万６３６９円
　　　　　　　　　　　【資本的収入】　　　２億７１３０万００００円
　　　　　　　　　　　【資本的支出】　　　５億９３０２万３６０１円

国民健康保険特別会計の歳入について、各項目の収入未済額と不納欠損額※１

が年々増えているようですが、この件数と不納欠損の理由を伺います。

福島の原発事故に伴っての賠償金です。支出内容は、検査手数料、汚泥の搬出
料金です。いつまで支払われるかは今のところ示されておりません。

農業集落排水事業の費用効果をみると、なかなか単独ではできません。使用料
は、３倍以上上げないと追いつかない状況ではありますが、公共下水道との関
連があるので単純に値上げができる状況にありません。

使用料の徴収は、現在第一環境株式会社に委託しております。前々年度99.8％
の徴収を条件に委託しております。しかし、ここに上がっている滞納繰越分は、
委託する前の市独自に徴収していたころの金額が計上されております。よって、
現段階では全部回収できております。

下水道事業特別会計で、原子力損害賠償金の40万3200円とは。

農業集落排水事業については、使用料を上げないと経営が成り立たなくなるの
では。

下水道事業特別会計の歳入で、公共下水道の滞納繰越分の金額が大きいようで
すが。

件数は、執行停止後３年経過したものが238件で5626万465円。納入納付義務の
即時消滅が11件で146万5400円。不納欠損の理由は、外国人の帰国、財産調査
の結果金融機関に残高がない場合等です。国民健康保険税は、所得がなくても
均等割と平等割がかかってしまうことも未納の理由と思われます。
※１　不納欠損とは、詳細な調査においても生活状況から明らかに徴収が困難と認められ、一定期間が経過したもの、
破産や競売など法律手段にかかわり徴収が困難なもの、また国外退去など居所が不明なものなど、法律に該当し
納税義務を消滅させること。

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月29日開催）
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○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
第
１
回
議
員
研
修
会　

【
日　
程
】

　
◦
11
月
５
・
６
日

【
参
加
議
員
】

　
◦
川
村
成
二
、
来
栖
丈
治
、
設
楽
健
夫

【
場　
所
】

　
◦
日
立
市

【
研
修
事
項
】

　
◦
地
方
創
生
時
代
の
議
会
、
議
員
の
役
割

【
講　
師
】

　
◦
北
川　
正
恭
氏（早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

研 

修 

内 

容

調 
査 
内 
容

調 

査 

内 

容

●
公
共
施
設
使
用
料
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
実
施
時
期
を
含
め
た
実
施
方
法
の
再
調
整

●
廃
校
施
設
の
暫
定
利
用
に
つ
い
て

・
霞
ヶ
浦
地
区
の
廃
校
小
学
校
の
体
育
館
の

夜
間
開
放
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
人
口
ビ
ジョン（
案
）に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略(

案)

に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
創
業
支
援
事
業
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

・
創
業
・
起
業
希
望
者
への
支
援
に
取
り
組
み
、

地
域
の
活
力
を
高
め
、
雇
用
を
創
出
す
る

●
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
つ
い
て

・
利
便
性
が
高
く
、
財
政
的
に
も
持
続
可
能

な
公
共
交
通
網
の
構
築

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
の
現
況
に
つ
い
て

・
寄
附
金
納
付
状
況
と
返
礼
品
の
充
実

●
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
に

つ
い
て

●
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

状
況
調
査
に
つ
い
て

●
霞
ヶ
浦
地
区
統
合
小
学
校
統
合
委
員
会
の
協

議
状
況
に
つ
い
て

　
●
平
成
27
年
度
の
学
校
施
設
整
備
に
係
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
新
し
い
地
区
公
民
館
の
形
づ
く
り
に
つ
い
て

・
霞
ヶ
浦
地
区
の
地
区
公
民
館
の
再
編
成
と

千
代
田
地
区
の
新
し
い
公
民
館
づ
く
り
に

つ
い
て
の
検
討

●
西
成
井
太
陽
光
発
電
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン(

素

案)

に
つ
い
て

（
11
月
12
日
開
催
）

（
11
月
18
日
開
催
）

（
11
月
18
日
開
催
）

（
１
月
21
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

委員会活動・研修会
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古橋　智樹 議員

下
稲
吉
中
生
徒
数
か
ら
見
た
体
育
館
面
積
と
周
辺
小
学
校
利

用
は
供
給
不
足

他
中
学
校
と
教
育
環
境
の
公
平
性
は
考
慮
が
必
要

ＱＡ　
下
稲
吉
中
学
校
の
現
生
徒
数
か
ら
見
た
体
育
館
面
積
と
周
辺
小
学
校
の

体
育
館
や
運
動
公
園
等
を
利
用
す
る
現
状
は
、
ま
さ
し
く
供
給
不
足
。
市
内

の
他
中
学
校
体
育
館
同
等
以
上
の
面
積
が
最
低
必
要
で
は
。

　

教
育
長　
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
１
５
４
５
㎡
、
千
代
田
中
学
校
が
２
１
１

５
㎡
に
対
し
、
９
８
０
㎡
と
最
も
小
さ
い
施
設
と
な
り
、
１
人
当
た
り
の
生

徒
が
占
め
る
面
積
か
ら
、
概
ね
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
３
・
８
㎡
、
千
代
田
中
学

校
が
13
・
１
㎡
に
対
し
、下
稲
吉
中
学
校
は
１
・
６
㎡
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
の
広
さ
は
、
明
確
な
面
積
要
件
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、
運
動
に
親
し
め
る
学
校
づ
く
り
や
活
気
あ
ふ
れ
る

部
活
動
実
施
の
観
点
か
ら
、
他
の
中
学
校
と
教
育
環
境
の
公
平
性
は
、
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
家
族
が
病
気
や
け
が
に
苦
し
む
姿
を
必
死
に
渋
滞
の
中
で
お
お
つ
野
の

緊
急
セ
ン
タ
ー
に
運
び
た
い
思
い
を
国
、
上
級
庁
に
相
談
す
る
。
３
月
に
病

院
が
開
く
の
だ
か
ら
、
神
立
駅
前
の
渋
滞
を
解
消
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
取

り
た
い
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
事
務
方
に
持
た
せ
て
取
組
む
指
示
を
し
た
か
。

　

市
長　
か
す
み
が
う
ら
市
は
、
ど
う
し
て
も
横
軸
、
東
西
線
が
弱
い
。

な
お
さ
ら
鉄
道
で
遮
ら
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
大
変
大
き
な

課
題
だ
と
考
え
て
い
て
、
前
回
提
案
さ
れ
た
内
容
も
、
関
係
市
町
村
と
非
公

式
で
す
が
協
議
し
な
が
ら
今
詰
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、協
同
病
院
の
開
院
は
、我
々
行
政
界
近
く
に
来
て
大
変
心
強
い
面
も
、

神
立
と
の
混
雑
を
考
え
る
と
指
摘
の
よ
う
に
１
日
８
０
０
０
人
と
い
う
人
々

が
、
そ
の
病
院
を
何
ら
か
の
形
で
行
き
来
す
る
訳

で
大
き
な
課
題
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲新土浦協同病院

　
市
街
化
区
域
内
の
雨
水
排
水
計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
調
査
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

上
下
水
道
部
長　
逆
西
排
水
区
域
の
雨
水
排
水
計
画
は
、
昭
和
52
年
１

月
に
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
市
街
地
の
宅
地
化
や
全
国
的
な
短
時
間
の
集
中
豪
雨
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の
計
画
が
現
状
と
か
い
離
し
て
い
る
こ
と
と
、
逆
西

排
水
区
内
で
道
路
の
冠
水
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
台
帳
を

使
用
し
、
徒
歩
に
よ
る
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
特
に
冠
水
し
た
と
こ
ろ
を

重
点
的
に
現
地
測
量
し
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
と
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行

う
た
め
の
基
礎
資
料
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
神
立
駅
周
辺
は
、
隣
接
す
る
土
浦
市
と
比
べ
見
劣
り
す
る
防
犯
環
境
の

整
備
が
地
域
の
活
力
向
上
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

総
務
部
長　
当
市
の
防
犯
対
策
と
し
て
は
、防
犯
連
絡
員
協
議
会
や
セ
ー

フ
テ
ィ
マ
イ
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
ほ
か
、
行
政

区
を
中
心
と
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
少
年
相
談
員
な
ど
に
よ
る
市
内
巡

回
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
立
駅
周
辺
は
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
も
質
、
量

と
も
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
現
組
織
の
活
動

を
広
げ
る
方
法
や
、
土
浦
市
の
ま
ち
ば
ん
組
織
の
検
討
、
ま
た
、
土
浦
と
連

携
し
、
ま
ち
ば
ん
の
巡
回
拡
大
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
浦
市
や
土
浦
警
察
署

と
さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
、
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

川村　成二 議員

市
街
地
の
豪
雨
に
対
す
る
雨
水
排
水
対
策
を

28
年
度
か
ら
市
街
化
区
域
内
の
雨
水
排
水
計
画
見
直
し

の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る

ＱＡ

▲新神立駅イメージ図

防
災
強
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
集
中
豪
雨
対
策
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る
避
難
所
の
あ
り
方
、
防

災
行
政
無
線
整
備
等
）

神
立
駅
周
辺
の
防
犯
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
リ
ス
ク
回
避
と
制
度
浸
透
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

神
立
停
車
場
線
を
祭
り
対
応
仕
様
に
～
神
立
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

教
育
環
境
の
供
給
不
足
～
下
稲
吉
中
体
育
館
の
新
設
を

周
辺
住
民
を
苦
し
め
る
国
道
６
号
の
公
害
～
深
夜
の
ト
ラ
ッ
ク
騒

音
・
振
動

未
来
の
少
数
精
鋭
の
子
ど
も
た
ち
に
幼
児
か
ら
の
英
会
話
の
習

慣
と
小
学
生
か
ら
数
学
的
な
考
え
方
を

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３

３

２

２４

一  般  質  問
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▲乗り合いタクシー

　
６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
の
事
業
化
、
着
工
に
向
け
て
の
具
体
的
対
策
は
。

　
市
長　
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
石
岡
市
・
小
美
玉
市
と
と

も
に
「
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
会
」
を
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
11
月
に
は
国
道
６
号
が
通
過
し
て
い
る
18
自
治
体
で
「
茨

城
県
国
道
６
号
整
備
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
２
つ
の
組
織
を
活
用
し
早
期
着
工
に
向
け
た
国
へ
の
要
望

活
動
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　
千
代
田
大
橋
か
ら
県
道
牛
渡
馬
場
山
土
浦
線
へ
の
接
続
計
画
に
つ
い

て
。

　
市
長　
新
土
浦
協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
整
備
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
致
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
具
体
的
整
備
案
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
当
レ
ベ
ル
で
は
「
石
岡
・

か
す
み
が
う
ら
河
川
広
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
道
路
整
備

計
画
構
想
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

を
持
ち
ま
し
て
、
市
内
交
通
環
境
の
円
滑
か
つ
安
全
確
保
に
向
け
ま
し
た
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　　謙

矢口　龍人

議員

議員

無
料
の
連
絡
バ
ス
の
運
行
の
考
え
は

６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
着
工
に
向
け
た
具
体
的
対
策
は

運
営
費
用
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
が
原
則
と
考
え
ま
す

早
期
着
工
に
向
け
た
国
へ
の
要
望
活
動
の
実
施
に
努
め

ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
常
磐
線
を
ま
た
い
で
の
利
用
の
場
合
、
神
立

駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る
。
無
料
で
乗
れ
る
千
代
田
庁
舎
と
霞
ヶ
浦

庁
舎
を
結
ぶ
小
型
の
連
絡
バ
ス
を
運
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
長
公
室
長　
現
在
運
行
の
市
内
循
環
型
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
は
、
運
行
エ
リ
ア
を
霞
ヶ
浦
地
区
・
千
代
田
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
内
に
限
っ
て
い
る
た
め
、
地
区
を
ま
た
が
っ
て
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
神

立
駅
で
の
乗
り
換
え
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
運
行
エ

リ
ア
を
広
範
囲
に
す
る
と
、
効
率
的
な
運
行
の
確
保
が
難
し
く
な
る
た
め
、

区
域
内
に
限
っ
た
運
行
設
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
の
あ
り
ま
し
た
連
絡
バ
ス
も
交
通
手
段
の
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
検
討
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
生
ご
み
の
分
別
収
集
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
環
境
経
済
部
長　
生
ご
み
の
分
別
収
集
は
、
土
浦
市
で
今
年
度
の
4
月

よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
4
月
の
家
庭
ご
み
が
14
％

減
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
事
業
に
約
2
億
９
７
０
０

万
円
か
か
る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
生
ご
み
の
分
別
収
集
の
実
施
に
は
多
額

の
経
費
が
掛
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

当
市
と
し
て
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
に
よ
る
水
分
の
減
量
や
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
等
に
よ
る
生
ご
み
の
減
量
を
地
域
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

生
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

交
通
体
系
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
と
霞
ヶ
浦
地
区
を
結
ぶ
無
料
連
絡
バ
ス
設
置
に
つ

い
て

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

当
市
の
防
災
お
よ
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
施
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１２３４

▲千代田大橋
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高
齢
者
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
は
、
生
活
支

援
と
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事
業
を
中
核
と
し
た
事
業
で
す
。

今
後
の
高
齢
者
の
自
立
支
援
施
策
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と

な
る
平
成
37
年
度
を
目
途
に
今
後
の
地
域
で
の
医
療
・
介
護
の
あ
り
方
と
し

て
、国
が
示
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
中
核
と
な
る
の
が
、
本
年
４
月
改
正

の
介
護
保
険
法
で
制
度
化
さ
れ
た
新
た
な
地
域
支
援
事
業
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
29
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
て
制
度
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
お
け
る
電
気
柵
の
安
全
対
策
は
。

　
環
境
経
済
部
長　
今
年
7
月
、
他
県
に
お
い
て
発
生
し
た
鳥
獣
被
害
防

止
用
電
気
柵
の
事
故
を
受
け
、
当
市
で
も
平
成
22
年
度
鳥
獣
対
策
交
付
金
で

設
置
し
た
電
気
柵
を
対
象
に
安
全
状
況
調
査
を
行
い
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
地
区
に
対
し
、
電
気
柵
に
よ
る
感
電

事
故
防
止
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
回
覧
し
ま
し
た
。
公
共
機
関
等
に
も
事

故
防
止
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
事
故
防
止
を
促
す
よ
う
努
め
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

中根　光男

議員

議員

国
保
税
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
均
等
割
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
伺
う

高
齢
者
の
自
立
支
援
に
対
す
る
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て

応
益
と
い
う
観
点
か
ら
課
税
の
公
平
性
に
係
る
問
題
で
す
の

で
、
難
し
い
と
考
え
る

平
成
29
年
度
か
ら
の
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
、
制
度
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
当
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
所
得
２
５
０
万
円
、自
営
業
、４
人
家
族
、

40
代
の
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
の
場
合
（
固
定
資
産
税
10
万
円
）
40
万
３
１
０

０
円
で
所
得
の
16
・
１
％
に
も
な
る
。
加
え
て
当
市
の
均
等
割
は
県
内
で
も

高
く
家
族
が
多
い
ほ
ど
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯
の
子
ど
も

へ
の
均
等
割
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

市
長　
被
保
険
者
均
等
割
の
う
ち
、
子
ど
も
の
均
等
割
だ
け
引
き
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
応
益
と
い
う
観
点
か
ら
課
税
の
公
平

性
に
係
る
問
題
で
す
の
で
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
へ
、
所
得
制
限
の

撤
廃
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
所
得
制
限
に
よ
り
医
療
福
祉
費
の
非
該
当
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
８
月
末
現
在
で
９
８
０
名
ほ
ど
お
り
ま
す
。
完
全
無
料
化
に
は
約
３
３

０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
る
中
、
当
市
単
独
で
の
完

全
無
料
化
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
高
校
生
世
代
ま
で
の
医

療
費
補
助
と
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
県
の
医
療
福
祉
費
制
度
に
改
正
す
る
よ

う
県
補
助
実
現
に
向
け
て
、
継
続
し
て
要
望
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
歴
史
認
識
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て 

イ
ノ
シ
シ
対
策
と
電
気
柵
の
安
全
利
用
に
つ
い
て

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

若
者
の
選
挙
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

河
川
の
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

▲国保税パンフレット

▲電気柵
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統
合
南
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
部
長　
第
一
保
育
所
内
の
余
裕
教
室
３
部
屋
を
使
用
、
児
童

保
護
者
の
出
入
り
は
園
前
の
テ
ラ
ス
か
ら
、
ト
イ
レ
等
は
廊
下
を
利
用
し
、

入
所
児
童
へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
小
学
校
か
ら
の
移

動
通
路
は
プ
ー
ル
と
保
育
所
と
の
間
を
通
り
、
保
育
所
フ
ェ
ン
ス
出
入
り
口

を
利
用
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
小
学
校
の
校
庭
を
使
用
予
定
。
送
迎
時
駐
車
場
は

保
育
所
駐
車
場
を
利
用
。
南
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
児
童
の

保
護
者
送
迎
時
駐
車
場
は
、
敷
地
内
の
バ
ス
駐
車
場
の
利
用
を
考
え
て
お
り

小
学
校
と
調
整
を
行
い
ま
す
。
通
路
街
灯
は
、
日
照
等
を
確
認
し
必
要
に
応

じ
設
置
を
考
え
ま
す
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
整
備
は
小
学
校
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
霞
ヶ
浦
地
区
公
民
館
の
看
板
取
外
し
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
に
つ
い
て

　

総
務
部
長　
電
力
や
水
道
の
維
持
を
は
じ
め
、
施
設
の
警
備
な
ど
の
維

持
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

田谷　文子

設楽　健夫

議員

議員

女
性
活
躍
促
進
法
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

統
合
南
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
行
動
計
画
を
策
定
し
た
い

第
一
保
育
所
の
余
裕
教
室
等
の
活
用
で
対
応
し
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
女
性
活
躍
促
進
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
行
動
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
女
性
活
躍
促
進
法
に
お
け
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
定

め
る
に
当
た
り
、
12
月
１
日
に
国
の
策
定
指
針
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

策
定
指
針
で
は
、
採
用
し
た
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
、
男
女
の
継

続
勤
務
年
数
の
差
異
、
超
過
勤
務
時
間
の
状
況
、
管
理
的
地
位
に
あ
る
職
員

に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
、
各
役
職
段
階
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
等

を
把
握
し
幅
広
い
内
容
の
行
動
計
画
の
策
定
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
は
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
行
動
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
廃
合
計
画
と
千
代
田
中
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

　

教
育
長　
児
童
生
徒
に
対
す
る
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
作
る
た
め
、
平

成
25
年
３
月
に
か
す
み
が
う
ら
市
小
中
学
校
適
正
規
模
化
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

千
代
田
中
学
校
区
の
小
学
校
で
は
、
現
在
も
社
会
科
見
学
や
宿
泊
学
習
な

ど
で
小
学
校
同
士
の
連
携
を
図
り
、
教
育
成
果
を
上
げ
る
工
夫
に
努
め
て
お

り
、
さ
ら
に
、
千
代
田
中
学
校
と
小
学
校
で
連
携
し
た
授
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

ＱＱ ＡＡ
義
務
教
育
学
校
の
制
度
化
に
伴
う
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
・
計

画
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
４
小
学
校
統
廃
合
計
画
実
施
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

広
報
活
動
の
推
進
に
よ
る
市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
の
円
滑
化

に
つ
い
て

女
性
の
活
躍
促
進
法
施
行
（
Ｈ
28
・
４・
１
）
を
踏
ま
え
た
今

後
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

市
民
の
権
利
と
し
て
、特
別
職
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
を
求
め
て

地
域
福
祉
活
動
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
Ｈ
26
・
３
と
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
統
廃
合
・
使
用
料
金
値
上
げ
、
霞
ヶ
浦
地
区
公
民

館
閉
鎖
は
「
千
代
田
地
区
小
学
校
統
合
」
ま
で
「
休
止
・
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
」、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
行
政
を
求
め
る
。

「
公
共
施
設
の
効
果
的
活
用
と
適
正
な
維
持
管
理
計
画
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告　

Ｈ
26
・
３
の
検
証
と
総
合
計
画
に
つ
い

て
」
の
再
検
討
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

世
界
湖
沼
会
議
、
国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
市
長
の
抱
負
と

取
り
組
み
準
備
に
つ
い
て
（
求
め
ら
れ
る
漁
協
・
Ｊ
Ａ
、
近
隣

市
と
の
共
同
の
取
り
組
み
）

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１２３４５

▲千代田中学校

▲牛渡地区公民館

１２３４
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【視察地及び研修事項】
①福岡県糸島市
　○糸島市役所、福吉交流センター福ふくの里
　　及びＪＡ産直市場伊都彩々
　○６次産業化の推進について
・九州大学と連携した農作物等の新商品の開発に
　ついて　　　　　　　　　　　
・交流センターでの農漁業の活性化策について
・地元産果樹等のブランド化への取り組みについて

②福岡県三
みず ま ぐ ん

潴郡大木町
○おおき循環センターくるるん及び道の駅おおき

○ごみの減量化とリサイクルについて
・全町を挙げてのごみゼロ運動の推進
・生ごみ・し尿・浄化槽汚泥を処理し、有機肥
　料へ
・生ごみ分別事業での町民協働意識の向上

来栖　丈治 議員

波
止
め
が
水
没
し
て
い
る
田
伏
地
区
に
お
け
る
堤
防
の
対

策
は

27
年
度
に
検
討
・
設
計
、
28
年
度
以
降
整
備
を
実
施
し

ま
す

ＱＡ

急
傾
斜
地
崩
落
危
険
箇
所
と
水
防
の
現
状
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

てご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
、
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
統
廃
合
後
小
学
校
登
下
校
の
安
全
と
学
習
支
援
に

つ
い
て

下
大
津
公
民
館
の
廃
館
と
廃
校
後
の
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
堤
防
の
波
止
め
が
水
没
し
て
い
る
田
伏
地
区
の
堤
防
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

土
木
部
長　
霞
ヶ
浦
の
堤
防
管
理
は
、
国
で
整
備
し
た
堤
防
の
ほ
か
、

水
資
源
機
構
で
整
備
し
た
堤
防
が
あ
り
、
要
望
箇
所
は
水
資
源
機
構
の
管
理

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
堤
防
の
状
況
は
、
計
画
堤
防
の
高
さ
は
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
護
岸
の
高
さ
が
軟
弱
層
に
よ
る
不
同
沈
下
に
よ
り
、
お
お

む
ね
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
い
と
の
こ
と
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
護
岸
平
場
部
の
高
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
ふ
と
ん
か
ご

等
の
設
置
や
堤
防
法
面
部
の
連
結
ブ
ロ
ッ
ク
の
追
加
工
事
を
行
う
と
の
こ
と

で
す
。
平
成
27
年
度
は
検
討
・
設
計
の
実
施
、
平
成
28
年
度
以
降
に
順
次
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
下
大
津
公
民
館
の
廃
館
と
廃
校
後
の
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

　
市
長　
公
共
施
設
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生

活
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
今
年
度
は
地
区
公
民
館
や
小
学

校
跡
地
な
ど
、
地
域
的
な
施
設
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
す
る
た
め
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
を
進
め
て
お
り
ま

す
。こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
ま
し
て
、
公
共
施
設
を
き
っ
か
け
と
し
て

地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
を
考
え
る
な
ど
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
一
つ
の
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲下大津地区公民館

▲糸島市役所にて ▲福吉交流センター
　福ふくの里（糸島市）

▲生ごみの回収作業車（大木町）▲おおき循環センター
　くるるんにて

10月29日に福岡県糸島市、30日には福岡県三
み ず ま ぐ ん

潴郡大木町を訪問し、かすみがうら市
議会議員全体研修を実施しました。

議員全体研修　10月29日・30日



【
か
す
み
が
う
ら
市
の
創
生
】
市
の
将
来
の

人
口
展
望
を
提
示
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、

そ
の
実
現
の
た
め
の
「
総
合
戦
略(

５
カ
年
計

画)

」
が
策
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

市
の
未
来
、
私
た
ち
の
将
来
を
ど
の
よ
う
な

形
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
か
、
行
政
・
市
民
・
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
、「
地
方
創
生
」
の
ア
イ
デ
ア
実
現
に
向
け
て
、
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長　
川
村　
成
二

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日（
火
）か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典 議会の招集と会期
議
会
（
定
例
会
）
の
招
集
権
は
、
市
長
（
地

方
公
共
団
体
の
長
）に
専
属
す
る
権
限
と
な
っ

て
お
り
、
市
が
議
会
を
開
く
場
合
に
お
い
て

は
、
市
長
が
７
日
前
ま
で
に
議
会
を
招
集
す

る
旨
の
告
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、

議
長
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、

市
長
に
対
し
臨
時
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
期
の
決
定
は
、
議
会
に
専
属
す
る
権
限

と
な
っ
て
お
り
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
お
い

て
は
、
議
長
が
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を

聞
い
て
、
会
期
の
初
め
に
議
会
の
議
決
で
決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
議
会
の
決
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

会
期
内
に
議
事
が
終
了
し
な
い
場
合
に
は
、

議
会
の
議
決
で
会
期
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議会の招集と会期

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（11月3日〜2月5日まで）

●
11
月
●

　

５
日
～
６
日

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
議
員
研
修
会

　

10
日　

土
浦
・
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
一
部
事

務
組
合
視
察
研
修

　

12
日　

総
務
委
員
会

　

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

16
日　

全
員
協
議
会

　

18
日　

文
教
厚
生
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

●
12
月
●

　

１
日
～
18
日

　
　
　
　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

　

７
日　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

８
日　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

15
日　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

●
１
月
●

　

18
日　

県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

21
日　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
全
員
協
議
会

　

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

26
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
２
月
●

　

１
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
定
例
会

　

５
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
定
例
会

　
　
　
　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　


